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歴
史
学
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
、
文
書
・
記
録
と
編
纂
物
の
関
係
を
認
識
し
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
普
遍
的
な
作
業
と
な
ろ
う
し
、
近
年
で
は
史
料
学
と
い
う
史
料
そ
の
も
の
を
研
究
対
（１）
象
に
し
た
補
助
的
学
問
も
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
江
戸
時
代
以
降
に
比
較
し
て
、
残
さ
れ
た
史
料
数
が
限
ら
れ
る
中
世
を
対
象
と
し
た
研
究
で
は
、
史
料
的
に
空
白
の
部
分
を
編
纂
物
の
記
載
に
よ
っ
て
記
述
す
る
こ
と
は
常
套
手
段
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
編
纂
物
、
と
く
に
江
戸
期
に
編
纂
さ
れ
た
編
纂
物
の
扱
い
に
は
、
慎
重
の
上
に
慎
重
を
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
認
識
は
、
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
よ
う
な
類
の
も
の
で
は
な
い
。
が
、
本
稿
で
は
、
岡
山
（
美
作
・
備
前
・
備
中
）
の
戦
法
政
史
学
第
五
十
八
号
中
世
文
書
と
近
世
の
編
纂
物
ｌ
岡
山
の
戦
国
史
研
究
の
現
状
と
課
題
Ｉ
は
じ
め
に
一
口
に
軍
記
物
と
い
っ
て
も
、
編
纂
さ
れ
た
事
情
や
時
期
、
あ
る
い
は
編
纂
さ
れ
た
時
代
の
様
相
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
っ
た
条
件
が
存在する。
（３）
まず、岡山の軍記物の代表格ともい－える『備前軍記』が
挙
げ
ら
れ
る
。
岡
山
藩
士
土
肥
経
平
が
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、
従
来
岡
山
県
の
中
世
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
そ
の
所
以
は
、
主
に
記
述
さ
れ
る
年
代
の
長
さ
、
記
述
さ
れ
る
地
域
的
範
囲
の
広
さ
、
活
字
と
し
て
入
手
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
か
っ
て
岡
山
の
中
世
後
期
を
概
説
す
る
際
国
史
研
究
に
し
ぼ
っ
て
、
編
纂
物
、
と
く
に
軍
記
物
に
よ
る
歴
史
叙
（２）
述
の
実
状
を
報
生
口
す
る
も
の
で
あ
る
。
岡
山
に
か
か
わ
る
戦
国
軍
記
物
三
宅
克
広
一一一ハ
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に
は
、
大
げ
さ
に
い
え
ば
根
幹
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。
（４）
『
備
中
丘
〈
乱
記
」
は
、
名
称
こ
そ
備
中
一
国
を
冠
す
る
が
、
内
容
的
に
は
備
中
中
部
に
拠
点
を
置
い
た
三
村
元
親
と
そ
の
一
族
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
天
正
一
一
・
三
年
（
一
五
七
四
・
’
五
七
五
）
に
限
定
し
て
そ
の
滅
亡
を
中
心
に
書
い
て
お
り
、
年
代
的
・
地
域
的
と
も
に
記
述
の
範
囲
は
限
定
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
作
者
・
成
立
年
代
・
成
立
経
緯
な
ど
不
明
で
あ
る
が
、
三
村
氏
の
遺
臣
た
ち
に
よ
っ
て
江
戸
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れている。
こ
の
ほ
か
、
文
化
・
文
政
期
に
皆
木
保
実
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
（５）
『
美
作
太
平
記
』
を
は
じ
め
、
浦
上
宗
呈
皐
の
拠
っ
た
備
前
天
神
山
城
の
落
城
を
伝
え
た
『
天
神
山
記
』
、
字
喜
多
・
三
村
の
激
突
し
た
備
（６）
前
明
禅
寺
合
戦
を
中
、
し
に
記
述
さ
れ
た
「
妙
善
寺
合
戦
記
』
や
、
『
陰
徳
太
平
記
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
毛
利
氏
・
毛
利
氏
一
族
の
家
臣
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
数
多
く
の
軍
記
物
が
存
在
す
る
。
以
上
列
挙
し
た
も
の
は
江
戸
中
期
以
降
の
編
纂
に
か
か
る
も
の
で
ある。
（７）
と
こ
ろ
が
例
外
も
あ
る
。
『
備
前
文
明
乱
記
」
は
写
本
の
奥
聿
已
に
「
永
禄
元
年
三
月
九
日
目
黒
祐
欣
作
之
」
と
あ
り
、
十
六
世
紀
の
編
（８）
纂
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
中
国
太
平
記
』
は
、
一
兀
和
中
世
文
書
と
近
世
の
編
纂
物
（
三
宅
）
さ
て
、
岡
山
の
戦
国
史
研
究
に
つ
い
て
振
り
返
れ
ば
、
い
か
に
軍
記
物
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
そ
れ
は
と
も
す
れ
ば
、
岡
山
の
戦
国
史
の
上
で
、
あ
る
意
味
で
は
重
要
視
さ
れ
る
事
件
や
出
来
事
に
つ
い
て
、
そ
の
年
代
や
場
所
に
つ
い
て
の
誤
認
を
誘
引
し
て
い
る
。
元
年
（
’
六
一
五
）
に
備
中
経
山
城
主
の
中
島
元
行
が
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
軍
記
物
と
の
相
違
点
は
、
著
者
自
身
が
合
戦
に
参
戦
し
た
体
験
を
も
と
に
著
述
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
わ
ば
体
験
記
・
実
見
記
と
も
い
え
る
。
た
だ
老
年
期
に
お
い
て
、
若
年
・
壮
年
期
の
体
験
を
回
顧
し
て
記
し
て
い
る
点
は
、
記
憶
違
い
な
ど
の
誤
り
が
な
い
と
は
決
し
て
い
え
な
い
し
、
ま
た
自
己
の
功
績
を
誇
張
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
著
作
・
文
書
・
記
録
を
も
と
に
記
し
た
の
で
は
な
く
、
著
者
の
実
際
の
見
聞
・
経
験
が
典
拠
と
な
っ
て
い
る
点
で
は
、
他
の
軍
記
物
と
違
っ
た
扱
い
が
必
要
と
思
わ
れ
、
「
中
国
兵
乱
記
』
を
い
わ
ゆ
る
通
常
の
軍
記
物
と
い
う
範
鴫
に
入
れ
て
よ
い
か
否
か
の
判
断
も
必
要
と
な
る
一つｏと
も
あ
れ
、
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
の
軍
記
物
が
存
在
す
る
こ
と
は
確かである。
二
軍
記
物
の
陥
穿
一
一
七
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こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
る
ま
で
も
な
い
点
で
あ
る
が
、
顕
著
な
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
十
六
世
紀
半
ば
、
備
前
で
は
浦
上
宗
景
の
配
下
の
字
喜
多
氏
が
主
君
を
凌
駕
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
備
中
で
は
三
村
氏
が
大
き
な
勢
力
を
誇
り
、
備
前
・
美
作
に
侵
略
の
手
を
の
ば
し
て
い
る
情
勢
で
あ
っ
た
。
こ
の
動
き
は
、
東
か
ら
織
田
信
長
、
西
か
ら
毛
利
氏
、
北
か
ら
尼
子
氏
が
迫
り
来
る
恐
れ
、
あ
る
い
は
実
際
に
攻
め
込
ん
で
き
た
結
果
に
か
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
、
備
前
字
喜
多
氏
と
備
中
三
村
氏
が
備
前
南
部
に
お
い
て
本
格
的
に
戦
闘
し
、
三
村
氏
が
備
前
か
ら
撤
退
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
備
前
明
禅
寺
合
戦
（
龍
ノ
□
合
戦
を
含
め
て
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
永
禄
十
年
（
’
五
六
七
）
の
出
来
事
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
拠
に
大
き
く
影
響
し
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
『
備
前
軍
記
」
の
記
述
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
国
期
の
古
文
書
を
丹
念
に
集
積
し
て
み
る
と
、
こ
の
明
禅
寺
合
戦
は
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
の
こ
と
と
考
え
（９）
ら
れ
る
。
単
に
年
代
が
一
二
年
早
ま
る
だ
け
で
あ
る
と
指
摘
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
は
備
前
・
備
中
両
国
の
実
質
的
支
配
者
が
互
い
に
合
戦
し
た
「
重
大
事
件
」
の
年
代
さ
え
確
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
。
さ
ら
に
は
永
禄
九
年
に
三
村
氏
当
主
家
親
が
暗
殺
法
政
史
学
第
五
十
八
号
二八
（皿）
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
明
禅
寺
〈
□
戦
を
戦
っ
た
三
村
氏
側
の
中
心
人
物
が
違
っ
て
く
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
岡
山
戦
国
史
研
究
の
杜
撰
な
一
面
を
象
徴
し
た
も
の
と
考
えている。
こ
の
よ
う
な
類
は
、
実
は
以
前
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
例
が
存
在
する。例え
ば
、
十
六
世
紀
半
ば
に
備
前
国
を
支
配
し
た
浦
上
宗
景
が
居
城
と
し
た
備
前
天
神
山
城
の
落
城
年
代
に
つ
い
て
、
従
来
は
天
正
四
・
五
・
七
年
説
が
あ
っ
た
が
、
一
次
史
料
を
用
い
た
検
討
の
結
（、）
果
、
天
正
一
二
年
（
一
五
七
五
）
九
月
と
確
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
従
来
、
天
正
六
年
あ
る
い
は
七
年
に
起
こ
っ
た
と
す
る
備
中
四
畝
忍
山
合
戦
と
呼
ば
れ
た
も
の
は
、
実
は
天
正
七
年
に
行
わ
れ
た
四
畝
城
（
現
、
北
一
房
町
・
有
漢
町
）
の
合
戦
と
、
天
正
九
年
に
忍
山
城
（
現
、
岡
山
市
）
で
行
わ
れ
た
合
戦
が
混
同
し
て
伝
え
ら
れ
た
（、）
，ものであること‐も論証されている。
こ
う
し
た
事
例
は
、
ま
だ
ま
だ
「
発
掘
」
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
「
従
来
の
研
究
成
果
を
集
大
成
す
る
と
と
も
に
そ
の
後
の
発
展
の
基
礎
を
提
供
す
る
」
と
い
う
目
的
・
役
割
を
「
十
（旧）
（ｕ）
分
に
果
し
た
と
評
価
さ
れ
」
た
「
岡
山
県
史
」
の
戦
国
期
の
記
述
に
お
い
て
さ
え
、
例
え
ば
「
『
備
前
軍
記
』
に
よ
れ
ば
…
…
」
と
い
う
箇
所
が
相
当
数
見
受
け
ら
れ
、
従
前
に
指
摘
し
た
事
柄
に
つ
い
て
も
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中
世
史
研
究
に
資
す
る
、
岡
山
県
内
に
伝
わ
る
近
世
編
纂
物
は
、
軍
記
物
の
み
で
は
な
い
。
全
国
的
事
例
で
は
、
萩
藩
毛
利
氏
に
よ
る
『
萩
藩
閥
閲
録
」
は
著
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
備
前
版
と
も
い
（烟）
う
べ
き
『
黄
薇
古
簡
集
』
が
寛
政
五
年
（
一
七
九
一
二
）
に
岡
山
藩
士
斎
藤
一
興
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
藩
命
を
受
け
て
の
編
纂
か
（蛆）
どうか判妖（としない部分があるが、当時蒐集できる古文聿已
を
収
載
し
た
「
史
料
集
」
で
、
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
に
は
、
現
在
失
わ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
中
央
の
動
静
が
地
方
に
波
及
し
、
地
方
独
自
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
文
化
的
土
壌
に
花
が
開
く
。
藩
士
・
僧
侶
・
神
官
・
町
人
・
豪
農
と
い
っ
た
人
々
の
中
に
、
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
十
分
に
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
史
料
批
判
を
と
も
な
わ
ず
に
軍
記
物
の
記
述
を
使
用
し
て
い
る
傾
向
が
は
な
は
だ
大
き
い
。
つ
ま
り
、
県
史
編
纂
準
備
段
階
で
集
積
し
た
一
次
史
料
を
十
分
活
用
で
き
て
い
る
と
は
い
い
難
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
誤
認
が
あ
っ
た
り
、
従
来
ど
お
り
の
説
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
岡
山
の
地
域
に
と
っ
て
、
後
世
の
軍
記
物
・
編
纂
物
を
無
批
判
に
使
用
し
た
歴
史
の
記
述
の
克
服
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
》つ○中
世
文
書
と
近
世
の
編
纂
物
（
三
宅
）
三
そ
の
他
の
編
纂
物
江
戸
期
の
編
纂
物
に
対
し
て
、
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
文
書
・
記
録
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
れ
を
用
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
岡
山
の
か
っ
て
お
か
れ
た
歴
史
的
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
地
域
支
配
を
貫
徹
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
戦
国
大
名
勢
力
は
つ
い
に
出
現
せ
ず
、
戦
国
期
に
は
織
田
勢
力
と
毛
利
氏
、
加
え
て
尼
子
氏
と
い
っ
た
強
大
な
勢
力
の
狭
間
で
、
中
小
規
模
の
豪
族
た
ち
は
滅
亡
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
が
形
成
さ
れ
、
教
育
的
・
文
化
的
高
揚
の
う
ね
り
が
岡
山
に
も
押
し
寄
せ
て
く
る
。
そ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
前
述
の
軍
記
物
や
『
黄
薇
（Ⅳ）
古
簡
集
」
な
ど
を
〈
己
め
て
、
地
誌
類
な
ど
の
編
纂
が
盛
ん
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
地
誌
類
を
無
批
判
に
中
世
史
研
究
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
成
立
過
程
や
成
立
の
時
代
背
景
を
理
解
し
、
根
拠
と
な
っ
た
史
料
な
ど
を
探
求
し
、
中
世
史
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
選
別
す
る
作
業
も
必
要
で
は
あ
ろ
う
。
「
備
前
軍
記
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
史
料
の
検
討
（岨）
を
し
た
研
究
が
最
近
発
表
さ
れ
た
。
『
備
前
軍
記
』
の
記
述
内
容
を
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
構
造
や
成
立
過
程
の
解
明
を
目
指
し
、
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
今
後
累
積
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
一
一
九
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て
、
岡
山
生
え
抜
き
の
勢
力
と
し
て
中
央
政
界
（
秀
吉
政
権
）
に
進
出
し
た
字
喜
多
氏
で
さ
え
、
関
ヶ
原
合
戦
で
敗
退
し
、
没
落
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
き
な
大
名
ク
ラ
ス
が
伝
存
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
、
ま
と
ま
っ
た
量
の
一
次
史
料
の
新
発
見
は
、
現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
飛
躍
的
に
増
え
る
可
能
性
は
少
な
い
か
も
知
れ
な
（囚）
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
岡
山
の
戦
国
史
研
究
は
、
広
範
囲
な
地
域
に
散
（加）
在する、｜点一点の古文聿日を集積するという根気を必要と
する作業が必要である。そういった史料収集の困難さも、
（Ⅲ）
これまで安易に軍記物に頼った記述に傾いてきた理由の一
つであろう。
ま
ず
第
一
に
は
中
世
文
書
等
の
一
次
史
料
を
集
積
す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
が
、
一
方
で
、
近
世
編
纂
物
を
有
効
に
使
え
る
手
だ
て
が
あ
れ
ば
、
中
世
文
書
か
ら
だ
け
で
は
読
み
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
豊
か
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
近
世
編
纂
物
を
「
中
世
史
研
究
に
は
使
用
禁
止
」
と
一
刀
両
断
の
も
と
に
切
り
捨
て
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
た
近
世
編
纂
物
の
内
容
（
中
世
以
前
の
）
に
つ
い
て
、
そ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
は
ず
し
て
、
取
り
出
し
て
み
る
努
力
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
法
政
史
学
第
五
十
八
号
注（１）さしずめ、網野善彦『日本中世史料学の課題』（弘文堂、
’九九六）、『古文書研究』五○（’九九九）に企画された
特集「古文書学と史料学」などを挙げておく。
（２）これまで、このような観点を含めて論じたり指摘したも
の
に
、
岸
田
裕
之
「
小
瀬
木
平
松
家
の
こ
と
付
、
「
新
出
沼
元
家文書』の紹介と中世河川水運の視座」（『熊山町史調査報
告
』
四
、
’
九
九
二
、
後
に
『
熊
山
町
史
参
考
資
料
編
」
〈
岡
山
県熊山町、’九九五〉、岸田箸「大名領国の経済構造』〈岩
波書店、二○○｜〉に収録）…以下、岸田Ａ論文、山本浩
樹「天正年間備中忍山合戦について」『岐阜工業高等専門
学校紀要』二九、一九九四）、岸田裕之「岡山県地域の戦
国
時
代
史
研
究
」
Ｓ
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
五
巻
特
輯
号
二、一九九五）…以下、岸田Ｂ論文、「地方史研究の現状
（一一一四）」（『日本歴史」六○五、’九九八）の「中世」（三
宅克広執筆分）などがある。
（３）活字史料としては、「吉備群書集成第三輯』（吉備群書
集成刊行会、’九二一一、後に作陽書一房から一九七八に復
刻）、現代語訳としては、柴田一編著『新釈備前軍記」（山
陽新聞社、’九八六）が刊行されている。
（４）史料としては、「史籍集覧』『続群書類従』に収載され、
活字史料として刊行され、現代語訳としては、加原耕作編
著『新釈備中兵乱記』（山陽新聞社、一九八七）がある。
（５）活字史料としては、新編吉備叢書刊行会編「新編吉備叢
＝＝￣
○
Hosei University Repository
書
第
一
巻
』
（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
六
）
、
『
吉
備
文
庫
第
一
・
’
一
・
四
輯
」
、
現
代
語
訳
と
し
て
は
、
三
好
基
之
編
著
「
新
釈
美
作
太
平
記
」
（
山
陽
新
聞
社
、
一
九
八
六
）
が
あ
る
。
（
６
）
「
天
神
山
記
』
「
妙
善
寺
合
戦
記
」
と
も
に
「
吉
備
群
書
集
成
第
三輯』（注３掲出）に収録される。
（
７
）
『
吉
備
群
書
集
成
第
三
輯
』
（
注
３
掲
出
）
所
収
（
８
）
活
字
史
料
と
し
て
は
、
「
吉
備
群
書
集
成
第
三
輯
』
（
注
３
掲
出
）
、
現
代
語
訳
と
し
て
は
『
新
釈
備
中
兵
乱
記
』
（
注
４
掲
出
）
に
含まれる。
（
９
）
詳
細
な
論
証
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
「
中
国
兵
乱
記
」
は
こ
の
明
禅
寺
合
戦
を
永
禄
七
年
の
こ
と
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
『
新
釈
備
中
兵
乱
記
」
（
注
４
掲
出
）
の
中
国
兵
乱
記
に
つ
い
て
の
解
説
中
（
同
書
三
一
一
一
四
頁
）
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
永
禄
七
年
の
龍
の
□
城
を
め
ぐ
る
合
戦
は
、
実
は
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
に
起
こ
っ
た
明
禅
寺
合
戦
の
こ
と
で
あ
り
、
（
中
略
）
こ
の
あ
た
り
は
元
之
（
編
者
の
中
島
元
行
Ⅱ
筆
者
注
）
若
年
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
か
年
代
等
は
事
実
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
後
世
編
纂
の
『
備
前
軍
記
」
に
記
さ
れ
た
永
禄
十
年
を
絶
対
の
も
の
と
し
て
疑
わ
ず
、
逆
に
真
実
を
記
し
て
い
る
『
中
国
兵
乱
記
』
の
記
述
を
疑
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
（
Ⅲ
）
た
だ
し
、
こ
の
根
拠
も
『
備
前
軍
記
』
（
注
３
掲
出
）
で
あ
る
。
（、）寺尾克成「浦上宗景考」（「国学院雑誌』九二巻一一一号、’
九
九
一
）
、
注
２
岸
田
Ａ
論
文
（
皿
）
注
２
山
本
論
文
中
世
文
書
と
近
世
の
編
纂
物
（
三
宅
）
（旧）「地方史研究の現状（三四）」（注２掲出）の「概況」（倉
地
克
直
氏
執
筆
分
）
。
な
お
、
筆
者
も
概
し
て
い
え
ば
『
岡
山
県
史
』
に
対
し
て
同
様
の
評
価
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。
「
岡
山
県
史
」
編
纂
事
業
が
県
の
歴
史
研
究
を
飛
躍
的
に
高
め
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
た
だ
以
下
に
述
べ
る
こ
と
は
、
先
人
た
ち
が
私
た
ち
後
進
に
与
え
た
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
（
ｕ
）
『
岡
山
県
史
５
中
世
Ⅱ
』
（
岡
山
県
発
行
、
山
陽
新
聞
社
販
売、一九九一）
（
旧
）
活
字
と
し
て
は
、
岡
山
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会
編
『
黄
薇
古
簡集』（一九七一）がある。
（
的
）
三
宅
克
広
「
岡
山
人
物
再
発
見
⑭
歴
史
を
愛
し
た
岡
山
藩
士
斎
藤
一
興
」
（
岡
山
県
教
育
委
員
会
編
『
教
育
時
報
』
通
巻
六
○
八
、
二○○○）
（
Ⅳ
）
主
な
地
誌
類
は
、
中
野
美
智
子
『
岡
山
文
庫
一
三
五
岡
山
の
古
文
献
」
（
日
本
文
教
出
版
、
’
九
八
八
）
に
詳
し
い
。
（
旧
）
森
俊
弘
「
岡
山
藩
士
馬
場
家
の
字
喜
多
氏
関
連
伝
承
に
つ
い
て
ｌ
「
備
前
軍
記
」
出
典
史
料
の
再
検
討
ｌ
」
「
岡
山
地
方
史
研
究
』
九
五、二○○一）
（
旧
）
新
史
料
の
紹
介
は
、
次
注
で
述
べ
る
よ
う
に
近
年
刊
行
の
市
町
村
史
の
史
料
編
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
岸
田
裕
之
注
２
掲
出
Ａ
論
文
、
同
『
新
出
岡
家
文
書
』
に
つ
い
て
」
（
「
史
学
研
究
』
’
’
○
三
、
’
九
九
三
）
、
同
「
浦
上
政
宗
支
配
下
の
備
前
国
衆
と
鳥
取
荘
の
遠
藤
氏
」
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
五
巻
特
輯
号
一
一
、
’
九
九
五
）
、
同
書
所
収
「
石
見
牧
家
文
書
」
、
三
宅
克
三
一
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広「「新修倉敷市史』資料編古代・中世補遺二」（『倉
敷の歴史」一○、二○○○）などが挙げられる。
（別）古くには、藤井駿・水野恭一郎編『岡山県古文書集』第
一～三輯（山陽図書出版、’九五一一一～一九五六、後に第四
輯を加えて一九八一に恩文閣出版から復刻）という労作が
あ
り
、
岡
山
県
内
所
在
中
世
文
書
を
数
多
く
収
載
し
て
い
る
。
し
か
し、「地方史研究の現状（三四）」（注２掲出）の「中世」
でもふれたが、後に編纂された「岡山県史」中世史料編と
も
い
う
べ
き
「
編
年
史
料
」
「
家
わ
け
史
料
」
の
二
冊
で
は
県
内
に
かかわる中世史料（県内所在・県外所在を含めて）は網羅
的
に
通
覧
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
史
料
収
集
を
積
み
重
ね
た
り
、
新
た
な
中
世
文
書
の
掘
り
出
し
に
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
ない状況は続いている。そのため、近年刊行される市町村
史の史料編が中世の部分を充実させ、県史の史料編の補完
を
し
て
い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
。
（Ⅲ）さらにこれはどの地域においても同様であろうが、年欠
文
書
の
年
代
比
定
の
難
し
さ
も
加
わ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
八
号
一
一
－
一
￣
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